
第 46 回 徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議
（徳島県新型インフルエンザ等対策本部会議）

日 時：令和３年４月２０日（火）
午後５時００分から

場 所：県庁３階 特別会議室

◎協議事項
「とくしまアラート」の改定について
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令和３年４月２０日 

保 健 福 祉 部 

１ 県内の状況について  

○ 感染状況 

・４月の感染者数は、１３日に過去最多に達し、２０日時点で４１８名 

・直近１週間の新規感染者数 

＜１２日＞１２０名 

＜２０日＞２２８名（４月６日から１５日連続で過去最多を更新） 

・直近１週間の陽性率 

＜１２日＞７.５％ 

＜２０日＞９.８％ 

 

【直近１週間の新規感染者数】 

１３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 計 

２５ ３０ ３０ ４４ ３８ ３６ ２５ ２２８ 

 

【月別感染者数の推移】 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 計 

Ｒ２ － １ ２ ２ － １ 20 107 15 16 17 18 199 

Ｒ３ 187 66 94 418※         765 

 ※ Ｒ３.４月は２０日現在 

 

○ 医療提供体制 

・病床使用率 

＜１２日＞５８.０％（１１６／２００床） 

＜２０日＞６８.１％（１６０／２３５床） 

・療養者数 

＜１２日＞１６９名 

＜２０日＞３１５名（４月１２日から９日連続で過去最多を更新） 

 

○ 「変異株」の状況 

・３月３０日、４月５・１２日の検査では、８８.７％が変異株の疑い（６３／７１件） 

・従来型よりも強い感染力をもつ可能性があり、子どもも含め若い人にも広く感染 

・「急激な重症化」に至るおそれあり 

２ とくしまアラートに係る指標について（４月２０日時点） 
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。
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催
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独
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。
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節
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。
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。
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又
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。
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縮
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れ
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Ⅱ
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検
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催
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Ｐ
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の

確
保

及
び

ワ
ク
チ

ン
接

種
の

促
進
。

 
積

極
的

疫
学

調
査

の
徹

底
に
よ

る
感

染
源

の
封
じ

込
め

な
ど

の
着
実

な
実

行
の

た
め
の

効
率

的
な

保
健
所

業
務

執
行

へ
の
支

援
。

（
人

材
の

更
な

る
雇

用
、

民
間
へ

の
外

部
委

託
等
）

 
変

異
株

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検
査

・
ウ

イ
ル

ス
ゲ
ノ

ム
解

析
の

促
進
及

び
国

立
感

染
症
研

究
所

の
迅

速
な
分

析
に

よ
る

変
異
株

の
監

視
体

制
の
更

な
る

強
化

。
 

医
療

機
関
及

び
高

齢
者

施
設
等

に
お

い
て

感
染
が

疑
わ

れ
る

者
が
発

生
し

た
場

合
の
迅

速
な

検
査

及
び
院

内
・

施
設

内
感
染

発
生

時
の

迅
速
な

支
援

。
 

医
療

機
関
及

び
高

齢
者

施
設
等

に
お

け
る

ア
プ
リ

の
活

用
も

含
め
た

健
康

管
理

の
徹
底

等
。

○
医

療
提

供
体

制
・

宿
泊

療
養
施

設
、

入
院

患
者
受

入
病

床
の

体
制
整

備
、

感
染

者
急
増

時
の

緊
急

的
な
対

応
方

針
の

見
え
る

化
及

び
状

況
に
応

じ
た

見
直

し
。

○
そ

の
他

の
重

要
事

項
・

感
染

防
止
策

の
進

化
。

（
Ａ
Ｉ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
、

飛
沫

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
、
新

技
術

導
入

）
 

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
の

遵
守

に
つ
い

て
の

働
き

か
け
・

見
回

り
の

強
化
。

 
水

際
対

策
の

適
切

な
実

施
。

 
偏

見
・

差
別

等
へ

の
対

応
、
感

染
対

策
に

配
慮
し

た
療

養
者

や
施
設

入
居

者
の

見
舞
い

、
尊

厳
あ

る
看
取

り
と

葬
儀

の
実
施

、
社

会
課

題
へ
の

対
応

等
。

 
雇

用
・

事
業

・
生

活
を

守
る
た

め
の

感
染

状
況
に

応
じ

た
必

要
な
経

済
・

雇
用

対
策
の

実
施

。

特
定

警
戒

政
府

分
科

会
に

お
け

る
カ

テ
ゴ

リ

医 療 提 供

体 制 の 負 荷

医 療 の

逼 迫 具 合

適
切

な
感

染
対

策
の

徹
底

及
び
協

力
意

識
の

再
醸
成

に
向

け
た

情
報
発

信
 

「
三

密
」
、

「
感

染
リ

ス
ク
が

高
ま

る
「

５
つ
の

場
面

」
」

（
特
に

飲
食

の
場

面
等
）

等
の

徹
底

回
避
の

周
知

。
 

季
節

の
恒
例

行
事

に
関

す
る
注

意
喚

起
。

 
旅

行
等

、
県

を
ま

た
ぐ

移
動
は

、
基

本
的

な
感
染

防
止

策
を

徹
底
し

、
で

き
る

だ
け
小

規
模

分
散

。

確
保

病
床

の
使
用

率
　

２
０
％

以
上

確
保

病
床

の
使
用

率
　

２
０
％

以
上

療
養

者
数

入
院

医
療

感
染

観
察

感
染

拡
大

注
意

基
本

方
針

早
期
発
見
・
封
じ

込
め
で
感
染
拡
大
防
止
を

図
る

Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽

性
率

解
除

の
判

断
基

準

と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
基
準
に
つ
い
て

資
料
２

※
１
各
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行
の
判
断
や
措
置
の
実
施
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
指
標
を
も
っ
て
機
械
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
上
記
の
指
標
や
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
」
の
「
感
染
再
拡
大
防
止
に
向
け
た
指
標
と
考
え
方
に
関
す
る
提
言
」で
示
さ
れ
た
「
感
染
の
早
期
関
知
の
た
め
の
指
標
」
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
状
況
等
を
総
合
的
に
判

断
し
て
、
感
染
の
状
況
に
応
じ
積
極
的
か
つ
機
動
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

※
２
文
部
科
学
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
持
続
的
な
学
校
運
営
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
参
照

本
県
に
お
い
て
、
感
染
拡
大
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
場
合
、
対
応
す
る
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
、
「と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト
」と
し
て
、
以
下
の
区
分
を
作
成
し
ま
し
た
。
な
お
、
国
か
ら
新
た
な
基
準
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
改
定
を
検
討
し
ま
す
。

入
院

率
は

、
療

養
者

数
が

7
0人

以
上

と
な

り
、

か
つ

保
健

所
が

陽
性

確
認

し
た

翌
日

ま
で

に
入

院
先

が
決

ま
ら

な
い

患
者

が
出

て
き
た

場
合

に
適



○
　
と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト
に
係
る
指
標
に
つ
い
て

（
確
保
病
床
の
使
用
率
）

（
入
院
率
）

う
ち
重
症
者
用

（
確
保
病
床
の
使
用
率
）

（
参
考
）

宿
泊
療
養
施
設

稼
働
率

2
2
8人

う
ち
、
6
0
歳
以
上

（
6
5
人
）

（
参
考
）
と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト
発
動
基
準

ス
テ
ー
ジ

Ⅰ
1
0
人

以
上

-
-

-
-

-

ス
テ
ー
ジ

Ⅱ
3
0
人

以
上

-
-

-
-

-

ス
テ
ー
ジ

Ⅲ
1
0
0人
以
上

（
入
院
率
）

4
0
%以
下

-
1
4
0人
以
上

-
5%
以
上

ス
テ
ー
ジ

Ⅳ
1
7
0人
以
上

（
確
保
病
床
の
使
用
率
）

5
0
%以
上

（
入
院
率
）

2
5
%以
下

（
確
保
病
床
の
使
用

率
）
5
0
%以
上

-
2
1
0人
以
上

-
10
%
以
上

※
病
床
の
ひ
っ
迫
具
合
、
療
養
者
数
は
、

※
直
近
１
週
間
の
新
規
報
告
者
数
、
感
染
経
路
不
明
割
合
、
検
査
件
数
、
陽
性
率
、
の
　
基
準
期
間
は
、

4
月
1
3
日
（
火
）

～
4
月
1
9
日
（
月
）

※
と
く
し
ま
ア
ラ
ー
ト
の
発
動
基
準
と
し
て
は
、
①
～
⑥
の
指
標
を
総
合
的
に
判
断
し
て
ス
テ
ー
ジ
を
決
定
す
る
。

※
地
方
部
に
お
い
て
は
、
特
に
、
①
「
直
近
１
週
間
の
新
規
報
告
者
数
」
、
②
「
直
近
１
週
間
と
先
週
１
週
間
の
比
較
」
、
③
「
感
染
経
路
不
明
割
合
」
を
重
視
す
る
。

2
8
.0
%

9
.8
%

4/
20
（
火
）
時
点

感
染
の
状
況

医
療
提
供
体
制
の
負
荷

監
視
体
制

①
直
近
１
週
間

（
4
/
1
3
～
4
/
1
9
）
の

新
規
報
告
者
数

②
感
染
経
路

不
明
割
合

③
病
床
の
ひ
っ
迫
具
合

④
療
養
者
数

（
参
考
）

検
査
件
数

⑤
P
C
R
陽
性
率

4
月
2
0
日
（
火
）
午
前
0
時
　
現
在

※
陽
性
率
は
、
県
検
査
の
ほ
か
、
医
療
機
関
に
よ
る
検
査
結
果
を
含
み
、
民
間
検
査
会
社
に
よ
る
検
査
結
果
を
除
く
。

　
な
お
、
医
療
機
関
に
よ
る
検
査
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
医
療
機
関
等
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
く
。

（
7
/2
5
）

(4
6/
2
2
8
）

（1
5
5/
2
2
6
）

（
入
院
：
1
6
0
人

宿
泊
療
養
：
1
5
5
人
）

資
料
３

入
院
医
療

（
2
28
/
2
,3
2
4
）

5
0
%以
上

-

（
確
保
病
床
の
使
用
率
）

2
0
%以
上

（
確
保
病
床
の
使
用

率
）
2
0
%以
上

7
1
.8
%

3
1
5人

2
,3
2
4
件

（
16
0
/2
3
5
）

(1
6
0
/3
1
5
)

先
週
の

検
査
件
数
2
,2
2
4
件

2
0.
2
%

6
8.
1
%

50
.7
%
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とくしまアラート「感染拡大注意・急増」（ステージⅢ）発令

徳島県内は「急増」局面に大きく変化！

県外
（感染拡大地域）
との往来対応

飲食店への対応

基本的な感染防止対策の徹底
□都道府県境をまたぐ移動は慎重に判断！
□事業者への徹底周知「従業員の体調確認の徹底。体調不良の者は休ませる！」
□テレワークの強力な推進による出勤者数の削減、ＧＷ中の出勤は必要最小限に！

□都道府県境をまたぐ移動
は慎重な判断を依頼

□帰省する家族への体調の
確認・必要性の相談依頼

□テレワークの強力な推進

□人流調査の実施
（徳島駅前・秋田町周辺）
□飲食を主とする店での
カラオケ設備の利用自粛
を要請

□県内全域における見回り
・巡回指導の徹底

□県外からの帰県者への
出発前の事前ＰＣＲ検査
費用の助成実施について
検討

□地区を指定した面的な
検査実施（PCR検査
（無償）実施）について
検討

□時短実施地区での
防犯見回りの実施

接触機会抑制 モニタリング

見回り徹底

水際対策

面的展開

感染拡大抑止“緊急対策”の実施《重点項目》

実施期間：４月２０日（火）～５月５日（水・祝）

資料４

●関西圏での変異株による感染が急拡大：大阪府が緊急事態宣言
●余波を受け、本県でも、変異株による感染が拡大
●飲食店などでクラスターが連続して発生

徳島県
直近１週間の新規感染報告者数（４月）

日

人

検査
期間

A
検査数

B
変異株
陽性

B/A

2/19
～3/22

145 26 17.9%

3/30
～4/12

71 63 88.7%

変異株の状況

感染拡大注意・漸増感染観察・注意

飲食店
時短

（4/16～
5/5）



資料５


